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本
書
は
、
一
九
世
紀
末
〜
二
〇
世
紀
前
半
の

中
国
に
お
け
る
工
業
化
と
信
用
拡
大
の
過
程

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
し
て
、「
中
国
を

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
史
の
中
に
位
置
づ
け
」「
近

代
中
国
に
お
け
る
市
場
・
国
家
間
関
係
」（
本

書
一
七
頁
）
の
歴
史
的
展
開
に
「
新
た
な
視

点
」（
一
八
頁
）
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
意
欲

作
で
あ
る
。
問
題
意
識
の
鮮
烈
さ
も
類
を
み

な
い
。「
財
政
規
模
に
限
界
が
あ
り
、
ま
た
有

効
な
産
業
政
策
を
実
行
で
き
な
く
と
も
、
な

ぜ
、
政
府
は
、
最
も
重
要
で
、
か
つ
広
域
に

亘
る
経
済
政
策
で
あ
っ
た
通
貨
制
度
の
改
革

に
は
成
功
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
」（
一
三
頁
）。

城
山
氏
は
、
一
九
九
九
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
の
歴
史
学
部
に
博
士
論
文
、“ C

hina under 
the D

epression: T
he R

egional E
conom

y of 
the L

ow
er Yangzi D

elta, 1931 ‒1937”

を

提
出
し
て
お
り
、そ
の
後
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G

reat D
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orld 

E
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am
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H
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niversity A
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enter, 2008

）
や
、
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蕭
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│
│
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叢
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年
）
を
上
木
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
研
究
を
発

表
さ
れ
て
き
た
。
本
書
は
、
こ
れ
ら
に
寄
せ
ら

れ
た
意
見
を
ふ
ま
え
、
あ
ら
た
め
て
加
筆
・
修

正
を
お
こ
な
っ
た
も
の
、
と
い
う
。
近
年
、
大

恐
慌
に
関
す
る
研
究
の
進
展
は
目
覚
ま
し
い
。

大
恐
慌
期
の
中
国
を
あ
つ
か
う
日
本
語
版
の
本

書
の
刊
行
は
、
ま
さ
に
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の

で
、
慶
賀
に
た
え
な
い
。

　
以
下
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
、
所
見
を
述

べ
た
い
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
。

序
章
　
近
代
中
国
の
経
済
シ
ス
テ
ム
と
世
界
経

済

第
Ⅰ
部
　
イ
ン
フ
レ
と
自レ
ッ
セ
フ
ェ
ー
ル

由
放
任
の
時
代
│
│

一
九
三
一
年
以
前
の
経
済
動
向

　
第
一
章
　
銀
本
位
制
│
│
国
際
通
貨
シ
ス
テ

ム
に
お
け
る
中
国

　
第
二
章
　
工
業
化
へ
│
│
揚
子
江
下
流
デ
ル

タ
の
繊
維
産
業

　
第
三
章
　
企
業
借
款
│
│
製
造
業
の
資
金
調

達
問
題

第
Ⅱ
部
　
大
恐
慌
の
時
代
、
一
九
三
一

－

三
五

年
│
│
政
治
経
済
の
変
容

　
第
四
章
　
農
村
恐
慌

　
第
五
章
　
製
造
業
の
経
営
破
綻

　
第
六
章
　
上
海
金
融
恐
慌
　
一
九
三
四

－

三

五
年

第
Ⅲ
部
　
統
治
と
そ
の
限
界
│
│
南
京
国
民
政

府
経
済
政
策
の
再
検
討

　
第
七
章
　
危
機
へ
の
対
応
│
│
一
九
三
五
年

一
一
月
　
幣
制
改
革

　
第
八
章
　
景
気
回
復
と
財
政
規
律

　
第
九
章
　
経
済
復
興
の
模
索
│
│
政
策
の
目

的
・
手
段
・
効
果

終
章
　
大
恐
慌
は
何
を
も
た
ら
し
た
の
か
│
│

現
代
中
国
へ
の
展
望

　
第
Ⅰ
部
は
、
一
九
三
一
年
以
前
の
近
代
中
国

の
経
済
の
分
析
で
あ
る
。
近
代
中
国
の
工
業
化

を
可
能
に
し
た
も
の
は
、
イ
ン
フ
レ
「
期
待
」

を
前
提
と
し
た
制
度
と
組
織
だ
っ
た
。
そ
れ

が
、
一
九
二
九
年
以
降
の
デ
フ
レ
期
に
な
る

と
、
脆
弱
性
を
あ
ら
わ
し
、
危
機
に
至
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
第
一
章

で
は
、
中
国
と
世
界
経
済
を
つ
な
い
で
い
た
、

銀
本
位
制
が
説
明
さ
れ
る
。
中
国
の
通
貨
シ
ス

テ
ム
は
、
メ
キ
シ
コ
ド
ル
、
香
港
ド
ル
な
ど
、

海
外
か
ら
の
銀
供
給
に
頼
っ
て
い
た
。
国
内
外

の
銀
流
通
へ
の
政
府
介
入
は
ほ
と
ん
ど
お
こ
な

わ
れ
ず
、
銀
価
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
で
き
な

か
っ
た
、
と
い
う
。
第
二
章
は
、
一
九
世
紀
後

半
以
降
の
揚
子
江
下
流
デ
ル
タ
に
お
け
る
、
綿

紡
績
業
と
生
糸
製
糸
業
の
発
展
過
程
の
概
観
で

あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
地
元
の
農
村
を
原
料
供
給

先
と
し
、
綿
業
は
国
内
農
村
向
太
糸
、
生
糸

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
高
級
品
を
生
産
し
た
。
原
料

産
地
と
工
場
、
消
費
地
は
、
商
人
が
結
ん
だ
。

そ
の
た
め
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
市
場
の
変
容

に
よ
っ
て
原
料
の
品
質
向
上
が
も
と
め
ら
れ
る

と
、
品
質
管
理
組
織
の
欠
如
が
問
題
に
な
っ
た

と
い
う
。
第
三
章
は
、
機
械
制
繊
維
産
業
の
資

金
調
達
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。「
合
股
」
や

株
式
公
募
と
い
っ
た
直
接
金
融
で
は
、
工
業
化

に
必
要
な
大
規
模
資
金
調
達
は
難
し
い
。
そ
の

た
め
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
前
半
で

は
、
銀
価
下
落
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
を
前
提
と
す

る
、
不
動
産
・
動
産
を
担
保
に
し
た
銀
行
融

資
、
す
な
わ
ち
間
接
金
融
に
よ
っ
て
、
長
短
の

資
金
が
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
。
生
糸
製
糸
業
の

発
展
を
も
た
ら
し
た
「
租
廠
制
」
│
│
工
場
所

有
者
と
経
営
者
の
分
離
│
│
も
、
資
金
調
達
の

困
難
を
緩
和
さ
せ
る
手
段
の
一
つ
だ
っ
た
、
と
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さ
れ
る
。

　
第
Ⅱ
部
は
、
中
国
経
済
へ
の
大
恐
慌
の
イ
ン

パ
ク
ト
が
考
察
さ
れ
、
中
国
政
府
へ
の
介
入
期

待
が
高
ま
る
過
程
を
え
が
く
。
第
四
章
は
恐
慌

期
中
国
の
農
村
崩
壊
の
分
析
で
あ
る
。
農
家
経

営
は
収
入
と
支
出
の
時
間
的
ミ
ス
マ
ッ
チ
か
ら

多
額
の
債
務
が
あ
っ
た
。
農
産
物
価
格
の
継
続

的
下
落
に
よ
る
交
易
条
件
の
悪
化
と
農
家
の
債

務
不
履
行
。
銀
の
都
市
流
出
に
よ
る
農
村
金
融

の
流
動
性
危
機
。
農
家
経
営
は
「
現
金
の
飢

饉
」
に
陥
っ
て
い
た
。
機
械
制
繊
維
産
業
も
事

情
に
大
差
は
な
い
。
第
五
章
は
、
銀
行
の
信
用

収
縮
と
、
製
糸
業
と
綿
紡
績
業
の
経
営
破
綻
を

明
ら
か
に
す
る
。
製
糸
業
は
、
満
州
事
変
以
前

か
ら
価
格
下
落
に
直
面
し
、
事
変
以
降
、
元
の

急
騰
で
生
糸
価
格
が
暴
落
す
る
と
、
農
家
に
負

担
転
嫁
し
て
原
料
繭
の
劣
化
を
ま
ね
い
た
。
綿

紡
績
業
は
、
長
江
大
水
害
・
国
共
内
戦
・
満
州

事
変
に
よ
っ
て
生
産
縮
小
を
強
い
ら
れ
、
輸
入

綿
の
関
税
軽
減
を
も
と
め
た
が
、
政
府
は
逆
に

国
産
長
繊
維
綿
増
産
の
た
め
関
税
引
上
げ
さ
え

行
っ
た
と
い
う
。
銀
行
は
、
貸
渋
り
や
担
保
物

件
の
処
理
、
工
場
経
営
の
直
接
管
理
な
ど
で
対

応
し
た
が
、
十
分
で
は
な
い
。
第
六
章
は
、
そ

の
必
然
的
結
末
、
上
海
金
融
恐
慌
の
考
察
で
あ

る
。
大
恐
慌
最
初
の
二
年
は
、
国
際
銀
価
暴
落

で
上
海
に
銀
が
流
入
し
、
不
動
産
・
公
債
投
機

と
信
用
拡
大
が
お
き
た
。
だ
が
一
九
三
一
年
九

月
の
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
制
離
脱
以
降
、
銀
価

上
昇
に
と
も
な
い
、
貿
易
赤
字
と
資
金
流
入
減

少
の
た
め
、
中
国
か
ら
銀
流
出
が
は
じ
ま
る
。

ア
メ
リ
カ
の
銀
買
い
上
げ
法
の
施
行
は
、
銀
価

急
騰
と
銀
の
大
量
流
出
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
上

海
金
融
市
場
は
不
動
産
取
引
の
崩
壊
で
流
動
性

を
失
い
、
金
融
機
関
は
深
刻
な
経
営
危
機
に

陥
っ
た
。
も
は
や
銀
本
位
制
か
ら
離
脱
す
る
し

か
方
法
は
な
い
。

　
第
Ⅲ
部
は
、
世
界
恐
慌
に
対
応
す
る
過
程
で

実
行
さ
れ
た
、
中
国
政
府
の
経
済
政
策
の
効
果

と
そ
の
限
界
が
論
じ
ら
れ
る
。
第
七
章
は
、
一

九
三
五
年
一
一
月
の
幣
制
改
革
を
め
ぐ
る
イ
ギ

リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
と
の
外
交
交
渉
と
、

国
内
金
融
機
関
へ
の
政
府
の
対
応
の
分
析
で
あ

る
。
政
府
財
政
は
市
場
か
ら
の
「
信
任
」
が
な

く
、
政
府
の
通
貨
管
理
は
市
場
か
ら
支
持
さ
れ

な
か
っ
た
。
幣
制
改
革
後
、
中
国
政
府
は
、
民

間
銀
行
か
ら
優
遇
策
に
よ
っ
て
銀
を
回
収
す
る

一
方
、
ポ
ン
ド
や
ド
ル
と
安
定
的
に
リ
ン
ク
さ

せ
、
慎
重
な
通
貨
管
理
を
お
こ
な
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
へ
の
銀
売
却
に
よ
る
為
替
準
備
金
の
確
保

は
、
対
外
開
放
性
を
維
持
し
た
ま
ま
の
通
貨
改

革
の
実
施
を
可
能
に
し
た
と
い
う
。
第
八
章

は
、
幣
制
改
革
に
と
も
な
う
、
中
国
政
府
の
経

済
政
策
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
。
通
貨
の
切

り
下
げ
と
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
は
、
景
気
の
着

実
な
回
復
を
も
た
ら
し
た
。
だ
が
財
政
均
衡
に

よ
る
法
幣
安
定
と
対
外
開
放
性
を
指
向
す
る
中

国
政
府
は
、
軍
事
費
増
大
の
政
治
状
況
の
下
で

は
、
積
極
財
政
を
お
こ
な
う
余
地
が
な
い
。
第

九
章
で
は
、
江
蘇
省
の
製
糸
業
と
綿
紡
績
業
、

農
村
金
融
の
事
例
か
ら
、
南
京
国
民
政
府
の
経

済
政
策
を
検
討
し
、
財
政
制
約
下
、
製
造
業
・

農
業
部
門
を
直
接
改
革
す
る
手
段
に
乏
し
か
っ

た
こ
と
を
強
調
す
る
。
実
業
振
興
政
策
も
協
同

組
合
を
通
し
た
品
種
・
製
品
の
改
良
な
ど
で

あ
っ
て
、
政
府
資
金
は
限
ら
れ
た
。
農
村
復
興

政
策
も
、
協
同
組
合
や
農
業
倉
庫
な
ど
の
「
受

皿
」
の
育
成
が
重
視
さ
れ
、
農
民
銀
行
や
民
間

銀
行
の
融
資
の
呼
び
こ
み
を
目
指
す
な
ど
、
穏

健
な
も
の
で
あ
っ
た
。
流
動
性
の
供
給
す
ら
民

間
同
業
団
体
に
ま
か
さ
れ
、
中
央
銀
行
は
お
こ

な
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。
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か
く
て
著
者
は
、
中
国
近
代
史
の
経
験
を
ふ

ま
え
、
終
章
で
現
代
中
国
の
課
題
を
摘
出
す

る
。
現
代
中
国
の
マ
ネ
タ
リ
ー
・
レ
ジ
ー
ム

は
、
低
落
す
る
ド
ル
と
固
定
為
替
で
リ
ン
ク
す

る
こ
と
で
、
輸
出
主
導
型
経
済
成
長
を
め
ざ
す

も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
は
、

中
国
経
済
成
長
の
源
を
投
資
・
輸
出
か
ら
個
人

消
費
に
転
換
す
る
こ
と
を
遅
ら
せ
た
。
現
在
、

レ
ジ
ー
ム
転
換
の
困
難
か
ら
過
剰
流
動
性
に
苛

ま
れ
、「
和
諧
社
会
」
の
実
現
は
ほ
ど
遠
い
。

大
恐
慌
期
の
中
国
は
、
各
国
が
閉
鎖
経
済
を
採

用
し
て
い
た
時
代
、
対
外
開
放
性
と
政
策
形
成

の
自
律
性
の
ジ
レ
ン
マ
で
は
後
者
を
犠
牲
に
し

た
。
両
者
の
ど
こ
に
最
適
点
を
見
い
だ
す
の

か
。
現
代
中
国
は
、
再
び
選
択
を
せ
ま
ら
れ
て

い
る
と
し
て
、
擱
筆
す
る
。

　
以
上
の
拙
い
要
約
か
ら
も
、
本
書
が
多
彩
な

内
容
と
論
点
を
含
む
大
変
な
労
作
で
あ
る
こ
と

は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。
著
者
は
、
中
国

や
ア
メ
リ
カ
の
未
刊
行
史
料
な
ど
も
使
い
な
が

ら
、
先
行
研
究
を
巧
み
に
咀
嚼
し
て
、
近
代
中

国
の
工
業
化
と
金
融
、
市
場
と
国
家
の
関
係
を

丹
念
に
跡
づ
け
て
ゆ
く
。
な
に
よ
り
も
最
大
の

貢
献
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
幣
制
改
革
後
の

自
由
な
外
貨
取
引
や
財
政
均
衡
、「
経
済
行
政

の
強
さ
と
弱
さ
の
パ
ラ
ド
ク
ス
」（
一
三
頁
）

な
ど
に
、「
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
ト
リ
レ
ン

マ
」
│
│
為
替
レ
ー
ト
の
安
定
性
と
資
本
の
自

由
な
移
動
、
金
融
政
策
の
独
立
性
の
う
ち
、
二

つ
ま
で
し
か
同
時
に
達
成
で
き
な
い
│
│
を
援

用
す
る
こ
と
で
、
整
合
的
な
理
解
を
与
え
た
こ

と
に
あ
る
だ
ろ
う
。
世
界
経
済
に
お
け
る
近
代

中
国
の
位
置
や
役
割
を
考
え
る
上
で
、
本
書
は

必
読
書
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
以

下
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
お
こ
な
い
、
評
者
の

責
を
ふ
さ
ぎ
た
い
。

　
ま
ず
理
論
的
枠
組
に
つ
い
て
。「
金
融
政
策

の
独
立
性
」
の
制
約
の
あ
り
方
は
、
国
や
時
代

に
よ
っ
て
一
様
で
は
な
い
と
し
て
も
、
あ
た
か

も
対
外
均
衡
の
た
め
財
政
政
策
を
割
り
当
て
た

か
の
ご
と
く
、
金
融
政
策
の
分
析
を
捨
象
し
た

ま
ま
、
ト
リ
レ
ン
マ
成
立
を
前
提
と
す
る
論
述

に
は
、
や
や
違
和
感
が
の
こ
っ
た
。
ポ
ン
ド
と

の
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
様
の
制
約
下
に

あ
っ
た
日
本
を
考
え
る
と
、
経
済
行
政
の
「
弱

さ
」
自
体
は
、
ト
リ
レ
ン
マ
と
は
別
の
論
理
も

必
要
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
九
三
〇
年
代
と
現

代
中
国
は
「
対
外
開
放
性
」
で
共
通
す
る
と
し

て
、
経
常
収
支
赤
字
＝
資
本
輸
入
国
の
経
験
か

ら
、
経
常
収
支
黒
字
国
で
あ
る
現
在
を
論
じ
る

の
は
、
い
さ
さ
か
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。
現
代
中
国
は
変
動
為
替
相
場
制
に
移
行
し

て
も
大
き
な
問
題
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
な
れ

ば
、
対
外
開
放
性
か
、
政
策
形
成
の
自
律
性
か

の
ジ
レ
ン
マ
は
な
い
。
現
代
中
国
は
、
農
村
余

剰
労
働
力
を
重
視
し
、
経
常
黒
字
で
あ
り
な
が

ら
ド
ル
と
ペ
ッ
グ
を
続
け
た
。
そ
の
た
め
ア
メ

リ
カ
連
銀
の
金
融
緩
和
政
策
に
追
随
せ
ざ
る
を

え
ず
、
過
剰
流
動
性
に
苦
し
ん
で
い
る
に
す
ぎ

ま
い
。
人
民
元
の
切
上
げ
問
題
は
、
変
動
相
場

制
移
行
を
求
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
か
り
に
現

代
中
国
に
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
一
九
三
〇
年
代
の
経
験
と
は
ち
が
い
、
為
替

レ
ー
ト
の
安
定
性
と
政
策
形
成
の
自
律
性
に
該

当
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
と
関
連
し
て
幣
制
改
革
の
位
置
づ
け
も

気
に
な
っ
た
。
紙
切
れ
の
貨
幣
は
、
幣
制
改
革

に
よ
っ
て
、
銀
と
の
リ
ン
ク
か
ら
ポ
ン
ド
や
ド

ル
と
の
安
定
的
な
リ
ン
ク
に
移
行
し
た
。
当

然
、
マ
ネ
タ
リ
ー
・
レ
ジ
ー
ム
の
転
換
、「
銀

本
位
か
ら
管
理
通
貨
制
へ
」
は
観
察
で
き
て

も
、
財
政
金
融
政
策
の
制
約
の
根
本
的
な
変
化
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は
起
き
づ
ら
い
。
な
ら
ば
本
書
の
枠
組
で
重
要

だ
っ
た
の
は
、
財
政
制
約
か
ら
の
解
除
を
も
た

ら
す
、
資
本
の
移
動
規
制
│
│
日
中
戦
争
勃
発

直
後
の
預
金
封
鎖
・
法
幣
外
通
貨
の
出
現
や
、

一
九
三
八
年
以
降
に
本
格
化
す
る
為
替
管
理
な

ど
│
│
で
は
な
か
っ
た
か
。
本
書
は
、「
中
央

政
府
が
統
一
的
に
紙
幣
を
発
行
し
、
通
貨
を
め

ぐ
る
市
場
と
の
緊
張
関
係
に
入
る
に
至
っ
た
」

と
し
て
幣
制
改
革
に
「
重
要
な
意
味
」
を
与
え

た
が
（
二
七
六
頁
）、
望
蜀
の
言
と
は
い
え
、

日
中
戦
争
〜
国
共
内
戦
の
戦
時
経
済
期
の
専
論

が
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。
国
民
政

府
の
抗
戦
力
と
財
政
イ
ン
フ
レ
は
重
要
な
論
点

だ
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
不
動
産
担
保
金
融
に
つ
い
て
。
本
書
の

白
眉
は
、
列
強
の
中
国
侵
略
の
シ
ン
ボ
ル
、
上

海
租
界
こ
そ
工
業
化
を
可
能
に
し
た
制
度
と
の

指
摘
に
あ
る
、
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
中
国
企

業
の
困
難
は
、
購
入
で
は
代
金
前
渡
（
九
三

頁
）
や
現
金
買
（
八
四
頁
）、
販
売
で
は
信
用

売
を
強
い
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
原
料
・
製
品
な
ど
の
動
産
が
抵

当
に
出
さ
れ
（
九
六

－

九
七
頁
）、「
放
紗
収

布
」（
六
一
頁
）
が
お
き
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
不
動
産
担

保
金
融
が
単
な
る
再
建
に
向
か
わ
な
い
（
二
四

二

－

二
四
三
頁
）
こ
と
は
、「
ト
リ
レ
ン
マ
」

と
は
別
の
論
理
か
ら
も
理
解
で
き
よ
う
。
も
と

も
と
銀
行
票
据
承
兌
所
（
二
四
三
頁
）
は
、
動

産
抵
当
貸
付
を
銀
行
引
受
手
形
に
お
き
か
え
る

ね
ら
い
で
現
れ
、
掛
売
へ
の
為
替
手
形
の
導
入

と
と
も
に
、
再
割
引
適
格
手
形
創
出
の
構
想
の

一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
か
つ
て
評
者
は
論
じ

た
こ
と
が
あ
る
。
不
動
産
金
融
再
建
よ
り
根
源

的
な
、
現
金
買
と
信
用
売
の
解
消
、
と
り
わ
け

数
億
元
も
あ
る
信
用
売
│
│
担
保
に
だ
せ
な
い

も
の
│
│
の
改
革
の
試
み
に
光
を
あ
て
て
も
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
掛
売
へ
の
手
形
の
導

入
は
、
承
兌
所
構
想
も
含
め
、
結
局
、
蹉
跌
に

お
わ
っ
た
。
近
代
中
国
に
お
け
る
市
場
・
国
家

の
関
係
│
│
租
界
内
外
に
ま
た
が
る
商
慣
行
と

法
の
ず
れ
も
そ
の
一
つ
│
│
は
、
実
証
研
究
を

通
じ
て
解
明
に
参
加
す
べ
き
中
核
的
課
題
で
あ

る
こ
と
を
、
本
書
は
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ

る
。

　
最
後
に
細
か
い
疑
問
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
本
書
は
、
一
九
三
一
年
以
降
の
銀
行
の

工
場
経
営
管
理
を
画
期
と
し
、
デ
フ
レ
に
よ

り
「
担
保
物
件
へ
の
信
用
に
基
づ
く
融
資
は
不

可
能
と
な
っ
た
」（
一
六
一
頁
）
と
す
る
が
、

そ
の
後
も
不
動
産
や
動
産
の
担
保
話
が
絶
え
な

い
。
実
際
、
銀
行
の
動
産
抵
当
貸
付
の
拡
大

は
、
農
村
投
資
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
担
保
評
価
額
の
何
割
ま
で
貸

す
か
、
期
限
を
ど
う
す
る
か
次
第
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
幣
制
改
革
以
降
、「
全
体
と
し
て

の
通
貨
供
給
量
の
増
加
は
、
七
億
元
余
り
」

（
二
一
二
頁
）
と
あ
る
が
、
二
〇
〇
六
年
論
文

で
は
二
億
七
千
万
元
で
あ
っ
た
。
前
稿
と
推
計

法
が
同
じ
な
ら
一
億
七
千
万
元
と
思
わ
れ
、
推

計
方
法
の
修
正
か
、
誤
植
な
の
か
、
判
然
と
し

な
い
。
上
海
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
も
三
点
ほ

ど
。「
一
九
三
五
年
二
月
に
期
限
を
延
長
し
た

債
権
は
、
四
月
に
期
日
を
迎
え
た
」（
一
八
六

頁
）
は
、
三
節
季
の
一
つ
旧
暦
正
月
前
の
帳
簿

締
め
と
、
四
月
と
一
〇
月
に
更
新
さ
れ
る
長
期

信
用
貸
付
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
債
権
を
混
同
し

て
い
る
。
期
日
は
、
六
月
初
旬
、
旧
暦
の
端
午

節
前
に
迎
え
た
。
ま
た
、
上
海
金
融
恐
慌
へ
の

銭
荘
の
対
応
策
が
「
銭
荘
が
発
行
し
た
小
切
手

以
外
は
換
金
し
な
い
」（
一
八
七
頁
）
と
さ
れ

て
い
る
が
、
銀
行
の
小
切
手
・
手
形
の
換
金
義
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務
は
、
元
来
、
銭
荘
に
あ
る
ま
い
。
受
渡
は
現

金
で
は
せ
ず
荘
票
で
お
こ
な
い
、
銀
行
が
銭
荘

に
荘
票
を
呈
示
し
て
も
そ
の
支
払
を
拒
絶
す
る

│
│
銭
荘
が
発
行
し
た
小
切
手
も
換
金
し
な
い

│
│
こ
と
で
は
な
い
〉
1
〈

か
。
な
お
「
寧
波
商
業
貯

蓄
銀
行
や
中
国
商
業
銀
行
」（
同
）は
、「
四
明
商

業
儲
蓄
銀
行
や
中
国
通
商
銀
行
」
と
訳
す
べ
き

だ
と
思
わ
れ
る
。

　
紙
幅
の
都
合
上
、
な
べ
て
無
い
も
の
ね
だ
り

感
漂
う
書
評
と
な
り
恐
懼
に
た
え
な
い
が
、
経

済
学
と
歴
史
学
、
ど
ち
ら
に
も
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
与
え
る
、
中
国
史
の
枠
を
こ
え
た
刺

激
的
な
大
著
に
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
し
た

い
。
誤
解
や
的
外
れ
な
点
が
あ
れ
ば
、
ご
海
容

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
〈
1
〉 

（
前
略
）…
同
行
匯
劃
（
按
即
以
荘
票
劃

来
劃
出
、
不
支
現
款
、
並
不
与
銀
行
匯
劃
）。

（「
財
部
撥
発
公
債
救
済
銭
業
」『
銀
行
週
報
』

一
九

－

二
二
、
一
九
三
五
年
を
参
照
）。


